
「とちぎの子ども育成憲章」の実践 
活動名 那須苗取り田植え唄保存会「しめ飾り作り」 

年月日 平成23年12月18日（日） 場所 那須塩原市三島公民館 

参加者 那須苗取り田植え唄保存会、 
田んぼの学校親子 人数 40名 

関連する憲章の条文 
とちぎの豊かな自然 伝統 文化を守り 子どもたちに引き継ぎます 
子どもたちとともに 学び 喜び 励ましあい 社会の一員としての自覚を育てます 
《苗取り田植え唄》 
苗取り田植え唄は、昭和40年ごろまで、苗取り･田植えの際には歌っていました。作業の効率を上げるための

唄ですので、唄が歌える植子さんは重宝がられました。この伝統を伝承するため、平成5年に保存会を立ち上げ

ました。発足2年目には、田植え祭を実施、平成8年からは、「田んぼの学校」を開設し、種まき、唄を歌いな

がらの田植え祭、生き物調査と草取り、稲刈り･脱穀、収穫祭、稲わらでしめ飾り作りを行っています。 
田んぼの学校の親子体験塾では、親と子が一緒になって活動しています。また、子どもたちとともに田植え唄

の伝承のため練習をしています。最近では、親が横笛の技を習得し、各イベントで披露もしています。 
 

《田んぼの学校》 
 田んぼの学校では、4月に親子で入校をし、12月のしめ飾り作りまで様々な体験を親子で行います。   

月 活  動  内  容 月 活  動  内  容 
４月 親子体験塾入校、種まき作業 ８月 稲の花観察 
５月 田植え祭り体験 10月 稲刈り体験、とば掛け体験 
７月 稲とひえ等の雑草区別作業、 

田の草取り体験 
11月 脱穀、籾摺り体験、餅つき大会 
12月 しめ飾り作り 

 
《しめ飾り作り》 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

まずは、参加者全員で、苗取

り唄と田植え唄を歌いました。 
 地元の方や保存会の方の教え

でしめ縄を作りました。 
しっかり教わっているつもり

でもなかなかうまくいかず、悪

戦苦闘しました。 

 しめ縄に飾りをつけました。

橙やシダなどをつけました。 
 飾りにはそれぞれ意味がある

ことを地域の方に教わりながら

しめ飾りを作りました。 

 親子で作ったしめ飾りは、満

足のいく出来上がりになりまし

た。 


